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１  調査概要 

 

 

 

２  集計結果 

  

【質問１】  校名の検討について、どの検討方法が良いか  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 調査対象 西東京市立学校統合協議会の委員全員 

(2) 調査目的 統合校の校名の検討に当たり、考え方の方向性に関する意向を確認

するため 

(3) 調査方法 第３回統合協議会においてワークシートを各委員に配布 
郵送等により回収 

(4) 回答者数 18人（回収率 100％）  

西東京市立学校統合協議会 第４回会議ワークシート 
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【質問２】  回答理由  

  ※御意見の趣旨を尊重しながら、検討方法ごとに以下のとおりまとめました。 

  

 

 

委員Ａ ○どちらかの校名が消え、どちらかの校名が残るというのではまずい。 

○学校の所在する地域名以外からの通学者も多く出てくる。 

○新しい学校として出発するのであるから、新しい校名をつける（例えば、碧山小とか青嵐

中とかは、素敵な名前だし、校名の中にありたい学校のイメージがある）。 

○これからの子供達が希望をもって生きていけるようなイメージをもてる校名が良い。 

委員Ｂ ○両校の歴史、伝統をふまえつつも、新しい伝統と校風を作り出していくスタート点でもあ

ると思えるので、しばられることがなく新しい校名にしていくのも良いかと思われるため。 

委員Ｃ ○泉小と住吉小が“統合”するのであって（２校が１校になるのであって）泉小が廃校とな

り、まったく無くなってしまう訳ではないので、統合後の子供達の気持ちを考えれば、新

しい校名、もしくは両校の校名を生かした校名が良いのではないでしょうか。 

 

 

 

 

委員Ｄ ○統合校の校名検討に際しては、以下の４点を明確にしたい。 

・２校の統合は、２校を廃校して新たな学校を設立するものではないこと 

・２校の統廃合に関わる方向性（市教委案）の実現が土台となるものである。そこで、指

定校である「住吉小学校」を新校名として、引き継ぐことが妥当であると考えられること。 

・校名は「住吉小学校」とするが、両校のこれまでのよき校風、伝統等を最大限に生かし

ていくようにすること。 

・特に泉小学校の歴史の保存を重視し、泉小学校の要望等を十分に生かしていくように

すること。 

委員Ｅ ○学校の名称が含まれる素晴らしい校歌を引き続き使用したい（作詞：谷川俊太朗、作

曲：林光）。 

○費用がかかるため（変更の場合）。 

委員Ｆ ○泉小学校の伝統・校風などは、指定校の教育方針や教育内容に反映されるべきである

が、校名などの外形面については指定校の現状を変更しない方がよいと考える。 

委員Ｇ ○新生住吉小学校は泉小学校のよき伝統を引き継ぎ、新たな校風を築いてほしいが、今

までの住吉小学校としてのよき伝統（校歌、校章等）を残すためにも校名を変えない方

が良いと思う。校名は変更しないが、泉小の歴史、伝統の保存に十分配慮していく。

（形としてはっきり残るものがほしい） 

委員Ｈ ○教育委員会の施策に添い、指定校が「住吉小学校」となっているので、校名はそのまま

にした方が良いと思うため。 

○住吉小学校の児童の事を考えると、校舎も変わらず通っているのに校名が変わると違

和感を覚えるのではないか。 

○泉小学校から進学する児童数が少ない事を考えると、校名はそのままでもやむを得な

いと考える。 

○校名を変えるとなると、校名盤・表示・書類等の変更・準備・設置が必要となり、時間的

にも費用の面からも難しいと思う。 

○校名はそのままで、泉小学校の歴史・伝統・文化を住吉小学校に継承していく。 

委員Ｉ ○「住吉」の名前がなくなるのであれば、泉小同様廃校の扱いとかわりなく、同じく歴史の

保存等の課題も生じることになる。 

○名前を変更することによって発生する費用はどのくらいなのか教えて欲しい。その費用

にもよるのではないか？ 

○現時点で住吉小を希望する児童数は 16％の 24名であり、感情的にはわからないことも

ないが、現実的には、現状のままで良いのではないか。 

 

全く新しい校名を検討する（３名） 

 

指定校である「住吉小学校」を校名とする（13名） 
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委員Ｊ ○児童数の関係から、校名変更は不自然であること。 

○校名を変更するということは、校歌も変更することになるため、費用もかさむこと。 

委員Ｋ ○住吉町にあるから住吉小。わかりやすい。泉小から来る子も少なく、丸ごと吸収された

イメージにはならないように思う。 

委員Ｌ ○住吉小学校に就学する児童が少ないこともあるが、活発に交流していることで子ども

達も保護者も住吉小学校の校名で納得しているのではないかと思う。また、住吉小の

子供のことを考えても現校名の方がおさまりが良いし、効率的である。 

委員Ｍ ○現在のところ、住吉小学校に来る児童数も少ないようですので「住吉小学校」としても

良いかと思います。 

委員Ｎ ○校名を変更することになると、まず新校名を決めるまでの「校名募集」などの手続き、

そして、次に看板などあらゆるものの作り直しのため、使わなくてもすむ予算を使うこと

になります。同じお金を使うなら、その分校舎改修や遊具などにあててもらいたいと思

います。また、場所、校舎が基本的に変わらないのに、校名だけ変わるのは不自然な

気がします。 

委員Ｏ ○泉小を廃校して、住吉小を指定校にするのだから、校名・校歌を変更する必要はない

と思います。新たに新学校を設立する訳ではないので、そのままで良い。経費の軽減

にもなる。 

委員Ｐ ○校名を変えるとあらゆるものを新たにすることになるので、かなりな金額がかかると思

われるので変えなくても良いのではないでしょうか。 

 

 

 

 

委員Ｑ ○自分ではどれが良いか判断しかねます。幅広く意見を取り入れた方が良いのではな

いかと考えます (例えば、両校の保護者宛に同様のアンケートをするなど）。 

委員Ｒ ○前回の話し合いの中で住吉小・泉小両校共に残したいものがあるので、それも含め今

後も話し合い、時間をかけて決めていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定校である「住吉小学校」を校名とする（13名）（つづき） 

 

 

 

 

 

 

現時点では決めかねる（２名） 
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３  資料（ワークシート） 

 

西東京市立学校統合協議会 第４回会議ワークシート 

 

次回の統合協議会では、統合校の校名について、検討する予定です。 

つきましては、考え方の方向性について、以下のアンケートに御回答をお願いいたし

ます。 

 

１ 校名の検討について、どの検討方法がよろしいかお答えください。（どれか１つに

〇をつけてください。） 

 

 （  ）・全く新しい校名を検討する 

（  ）・旧校の名称を生かした校名を検討する 

（  ）・指定校である「住吉小学校」を校名とする 

（  ）・現時点では決めかねる 

（  ）・その他   具体的にお書きください 

 

 

 

 

２ 上記１の回答の理由をご記入ください。 

 

 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

 

 

御回答ありがとうございました。お手数ですが、平成 26年８月 13日(水)

までに返信用封筒を用いて事務局までお送りいただくか、ＦＡＸ等にて御回答

ください。 

 

         平成 26年 ８月  日 

西東京市立学校統合協議会委員 

                  

 

  氏名                 

（氏名は提出確認のために使用します。集計結果には掲載されません。） 


